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大阪府学力・学習状況調査の結果概要 

忠岡町教育委員会 



平成２３年度大阪府学力・学習状況調査 忠岡町結果概要公表について 

（１）調査の目的 

 ○府内の児童生徒の学力および学習状況の向上の観点から、大阪府・大阪府教育委員会・各市町村教育委員会が府内  

              における児童生徒の学力や学習状況を把握・分析することにより、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改 

              善を図る。 

 ○各学校が、教育の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、各児童生徒の学力や学習状況を把握し、その教育指 

     導の改善に役立てる。 

 ○児童生徒一人ひとりが自らの学習の到達状況を正しく理解し、学力や生活に目標を持ち、その向上への意欲を高める。 

 

（２）調査の対象学年 

 ○小学校及び支援学校小学部６年生                                  ○中学校及び支援学校中学部３年生 

 

（３）調査内容 

 ○学力に関する調査                                             ○学習や生活の状況、学校の取組みに関する調査 

             ・小学校：国語、算数                                                                     ・児童生徒アンケート               

             ・中学校：国語、数学、英語                     ・学校アンケート 

 

（４）６月１４日に調査を実施した大阪府の学校・児童生徒数 

 ○実施校数                              ○実施児童生徒数 

      ・小学校：６３１校                          ・小学校：５３，０２７人 

      ・中学校：３１８校                          ・中学校：４７，８７１人 

 

（５） ６月１４日に調査を実施した忠岡町の学校・児童生徒数 

   ○実施校数                              ○実施児童生徒数 

      ・小学校：２校                            ・小学校：１９１人 

      ・中学校：１校                              ・中学校：１６２人 

 

 



公表に関する配慮事項について 

  大阪府教育委員会が定めた平成２３年度大阪府学力・学習状況調査実施要領に基づき、次の点に配慮し公表する。 

 ○忠岡町教育委員会は、保護者や地域の住民に対し、町内における教育及び教育施策に関する説明責任を果たす観点 

     から、調査結果を公表する。 

 ○本調査の目的及び調査結果が学力や学習状況、生活状況の特定の一部分である。 

 ○学校ごとの児童生徒の学力の結果が明らかになる公表は行わない。 

 ○本町は、公立中学校が１校であるため、町教育委員会において公表することが、学校単位の公表となるため、中学校 

     の結果は非公表とする。 

 ○本町の特徴的な課題と改善方策を公表する。 

 ○主として「知識」に関するＡ問題の正答率より、主として「活用」に関するＢ問題の正答率が下回っており、これまでの学 

    力調査と同様、知識・技能を活用する力に依然として課題が見られます。 

 

 ○Ａ問題の結果から、多くの子どもたちは、漢字の読み書きや計算などの基礎的・基本的な知識・技能は身についている 

    ものの、その言葉や式などが持つ意味について、理解を深めることが必要とわかりました。 

 

 ○Ｂ問題の結果から、無解答率がこれまでの学力調査に比べると低くなっており、深く考える問題などに対して前向きに 

           取り組む意識がはぐくまれつつあります。文や図、グラフなどさまざまな形態で表現された問題を読み、与えられた条件 

           にそって書いたり、身近なことがらについてその理由を説明したりする力をつけることが必要です。 

全体の概要についてⅠ（学力に関する調査より） 



 ○朝ご飯を毎日食べている割合は、小学校では約９０％以上の子どもが食べていますが、中学校になると尐し減ります。 

 

 ○学校の授業時間以外に、ふだん（月曜日から金曜日）、1日あたり勉強する時間は、小学校・中学校とも大阪府の割合と 

     ほぼ同じです。しかし、2時間以上テレビやビデオ・DVDを見たり、聞いたりする時間は若干多くなっています。 

 

 ○国語の授業で文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しながら読んでいる割合は、約７０％の子どもが 

     意識しながら読んでいますが、自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書いている子どもの割合 

     は、小学校において尐なくなります。 

 

 ○読書が好きな子どもは、小学校においては大阪府の割合と比べて若干尐ないですが、中学校ではほぼ同じ割合です。 

    

全体の概要についてⅡ（学習状況に関する調査より） 

 ○特色ある学校づくり研究指定校・・・小・中学校における教育内容の充実と指導方法の工夫改善を図っています。 

 ○学力向上サポーター・・・基礎・基本の定着を図り、「確かな学力」を育むためのきめ細やかな学習支援を行っています。 

 ○放課後学習支援員・・・児童・生徒の学習習慣の定着・学力及び学習意欲の向上を図っています。 

 ○CRTⅡテスト・・・児童の基礎・基本における学習のつまづきの把握と効果的な指導につなげています。 

 ○QUの実施・・・よりよい学級集団づくりに向けた課題を把握することにつなげています。 

 ○授業力向上支援・・・授業力向上に向けた授業観察、及び指導・助言を行っています。 

 ○授業力向上のための教員研修・・・教科・領域・校種の枠をこえた授業改善と校内研修を活性化につなげています。 

 ○学力向上担当者会・・・学力にかかわる情報共有と各校における学力向上を推進しています。 

 ○小・中学校生徒指導連携会議・・・小・中学校の9年間を見通した取組の共有と連携を推進しています。 

 

忠岡町における学力・学習状況に関する施策 
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文脈に合う漢字の読み書きや、適切な接続詞の選択、場面に応じた表現へ書き直す問題については、正答率は高く、概ね良好である。 
ポスターや会話文を読んで、案内状に書き換えたり、内容にふさわしい絵を選びその理由を書くことに課題が見られる。 

計算問題は正答率が高く、概ね良好な結果である。 
図形の特徴の理解や、算数的な考え方を用いて日常的なことがらを説明することに課題が見られる。 

小学校 算数 
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学力に関する調査より（小学校） 



0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

朝食を毎日食べている

している どちらかといえばしている

どちらかといえばしていない していない

その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

ふだん1日あたりどれくらいの時間、勉強をしますか

３時間以上 ２～３時間 １～２時間
３０分～１時間 ３０分より尐ない まったくしない
その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

ふだん1日あたりどれくらいの時間、テレビやビデオ、DVDを

見たり、聞いたりしますか

４時間以上 ３～４時間 ２～３時間
１時間～２時間 １時間より尐ない まったくしない
その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

あなたの家の人は、学校の様子を聞いてくれますか

よく聞いてくれる どちらかといえば聞いてくれる
どちらかといえば聞いてくれない 聞いてくれない
その他・無回答

学習状況に関する調査より①（小学校） 

規則正しい生活をするために、朝ご飯をしっかり食べましょう。 学校の宿題、予習・復習、苦手なところの勉強など自分で考えて
学習しましょう。 

時間を決めて見るようにしましょう。 家の人が学校の話を聞くことが子どもたちへの良い関わりとなり
ます。 



0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

あなたの家には、参考書や辞書がありますか

たくさんある 学習に必要なものはそろっている
尐しある ない
その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

読書が好きですか

好き どちらかといえば好き
どちらかといえば好きではない 好きではない
その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

自分の考えを書くとき、考えの理由がわかるように気をつけ

て書いている

当てはまる どちらかといえば当てはまる
どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない
その他・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

小学校

文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内容を理解しな

がら読んでいる

当てはまる どちらかといえば当てはまる
どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない
その他・無回答

家庭での学習環境づくりが大切です。 読書好きな人が増えています。これからもどんどん読みましょう。 

自分の考えを書くときは、理由などを考えながら、相手に伝わる
ように書くことが大切です。 

何が書かれているのか、書き手が伝えたいことは何かを考えな
がら読むことが大切です。 

学習状況に関する調査より②（小学校） 



忠岡町の特徴的な課題（小学校 国語） 

考えられる課題 
 
●複数の資料から内容を 
   読み取る力 
●目的に応じて情報を 
   取り出す力 
●条件に合わせて文章を 
     書く力 

指導の方向性 
 
●さまざまな題材を読む 
  機会を設定する 
●条件に合わせて書く場面 
  を設定する 



忠岡町の特徴的な課題（小学校 算数） 

考えられる課題 
 
●三角柱の辺や面の特徴を 
  理解し、同じ長さの辺の数を    
    求める力 

指導の方向性 
 

●言葉や式などが持つ意味について、理解を深める場面を  
    設定する 
●見方・考え方を説明する場面を設定する 



忠岡町の特徴的な課題（中学校 国語） 

考えられる課題 
 
●文脈の流れを理解する力 
 

指導の方向性 
 
●単語や表現の意味の違いを 
   理解できるようにする 
 
●日常生活で出会うさまざまな   
     文章を取り上げて、目的を  
     もって読んだり書いたりする 



考えられる課題 
 
●読解力・説明力 
 

指導の方向性 
 
●説明する機会を増やすことにより、他 
     人の意見を聞き、整理し、自分の意 
     見に反映させるようにする 
 

忠岡町の特徴的な課題（中学校 数学） 



考えられる課題 
●複数の情報を組み合わせて答 
     えを導く力 
●英語の質問に英語で答える力 
 

指導の方向性 
●複数の情報を組み合わせた 
     教材で授業を行う。 
     （例：グラフ・表などの活用、  
       読解と記述を組み合わせた   
       教材や問題） 
●英問英答で考えさせたり答え 
     させる場面を増やす。 
 

忠岡町の特徴的な課題（中学校 英語） 


